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精神保健福祉分野のエンパワーメント・アプローチに関する考察
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きた（Cox 1989, Cox and Parsons=1997 : 44－ 45,
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と し て と ら え る こ と を 原 則 と し て い る
（Rapp=1998：65－77）。濱田は，個人のストレング
スは熱望（aspirations），能力（competencies），自











































































































































































































































































































































































































































































































































































































し あ っ た こ と し か 確 認 で き な か っ た


























ト実践（Simon 1994，Gutiérrez，Parsons & Cox

















































（DuBois & Miley 1999：212）とLeeによるエン
パワリングな援助プロセスの段階（Lee 1994：120
－154）， Gutiérrezらによるエンパワーメント過程
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A Study of Empowerment Approach in Mental Health Field
Kodera, Kuniko
The empowerment approach has received a great deal of attention recently in the mental health field. Em-
powerment is the process where stigmatized and disempowered people, groups and communities gain or de-
velop individual, interpersonal and / or political power. In the mental health field, this approach encourages the
participation, of those who are mentally challenged in various aspects of organizational operations. This ap-
proach emphasizes the strength of the person and the environment and also recognizes the importance of
partnership with the social worker. In the concept of recovery, empowerment is one of the important factors of
recovery. Recovery places importance upon the personal experience and the subjective nature of that experi-
ence but, reference to empowerment at a community level or a political level has been limited. In the future, I
hope to develop the concept of recovery as it relates to the theory on disability studies.
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Manning, Parsons and Silver
（1997） 
 
「エンパワーメントのコンシュー
マーモデル」 
 
 
 
フォーカスグループと個人イン
タビュー。フォーカスグループ
は４つの異なるプログラムのク
ライエントのグループと２つの
専門家のグループで実施。個人
インタビューはピアカウンセラー
の訓練者とクリニックのエグゼ
クティブディレクターに実施。 
 
３つのカテゴリー 
①自覚②環境について学ぶこ
と③戦略 
５つの特質（精神保健におけ
るエンパワーメントモデルの
哲学的な要素を表現）①信頼
性②パワー③機会④関係性⑤
関連性 
エンパワーメントモデルの構
成要素 
①エンパワーメントの意識は，
エンパワーメントを作り出
す供給者，クライエント，
家族の態度，価値，役割行
動を示す。 
②態度 
③価値・信念 
④役割 
⑤周囲の状況について学ぶ 
⑥コンシューマーガバナンス
（管理） 
⑦援助者としてのコンシューマー 
⑧協働 
⑨発展的な視点 
⑩フィードバックループ 
⑪リーダーシップ，クライエン
ト主導，教育/情報，意味あ
る参加，全人的，賞賛のよう
なエンパワーメント戦略 
田中英樹（2001） 
 
 
「精神障害者のエンパワーメン
トに関する実証的研究―精神
障害者の聞き取り調査を通して」 
 
 
実名で社会的に活躍している
精神障害者で，セルフヘルプ
活動の担い手から全国的分布
を考慮して10名を選定し，聞
き取り調査を実施。 
 
 
 
 
①開かれた性格 
②病識の存在 
③出発として怒りと疑問 
④実践と学習 
⑤生活体験の蓄積 
⑥現存する未来との出会い 
⑦実名でのスピークアウト 
⑧講演・執筆活動 
⑨等身大の評価 
⑩セルフヘルプグループの存在 
⑪社会的な役割獲得 
⑫価値観の変容 
⑬よき専門家との出会い 
⑭身近な理解者の存在 
⑮希望の存在 
⑯広がる仲間 
⑰良質な医療の継続（隠しオ
ブジェクト） 
 
表２　精神保健福祉分野のエンパワーメントにおいて重要な構成要素

